
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2 月 1 日【第 63 号】（班回覧） 

編集・発行 山陽小野田市厚陽公民館 

山陽小野田市大字郡 3226 番地の 11  

TEL0836-74-8400  FAX0836-75-0628 

（※裏面に続きます。） 

 令和２年になりひと月が経ちました。みなさんの新しい年はどのようにスター

トを切ったでしょうか。“１・２・３月”は“行く・逃げる・去る”と言うように、

気が付くとあっという間に月日が流れてしまいます。厚陽地区はたくさんの行事

がありますので、なおさら早く感じるのかもしれませんね。 

★ どんど焼き ★ 

厚狭・出合・厚陽ふるさとづくり協議会主

催による初日を迎える会が開催され、松嶽山

の展望台が多くの人で賑わいました。実はこ

の松嶽山は標高が 323ｍあり山陽小野田市で

一番高い山となっているそうです。 

当日は、受験を控えた中学生に合格祈願の

はちまきが配られ、代表の中学生が新年の抱 

★ 松嶽山初日を迎える会 ★ （R２.1.１） 

（R２.１.１１） 

 厚陽地区のどんど焼きが１月１１日に行われ

ました。地域の方がお正月に飾った門松やしめ

縄などを持ち寄り、燃やし、煙を浴びることで 

厄除けや無病息災を願う意味があると言われて

います。また、学業成就の効果があるという話

も！？今年は厚陽小の年男・年女の子たちが火

をつけ、勢いよく燃え上がりました。 

負を語りました。 

 日の出前に展望台に集合するため、寒さを感じ

る場面もありましたが、“初がゆ”や“ぜんざい”

で体を暖めながら、その時を待ちます。 

 ７時２０分頃、雲の隙間から初日が顔をのぞか

せてくれました。朝早くから山に登り、寒さに耐

えて見る初日はとても綺麗でした。 

 また、会場では羽子板やコマ回し、凧づくり

など昔の遊びで盛り上がりました。懐かしい遊

びに、子どもたちよりも大人のほうが熱中して

いる・・・なんて場面も。食推による豚汁や小

中学校 PTA のお餅、子ども会の綿菓子の用意

もあり、子どもたちにとっても楽しい一日にな

ったのではないでしょうか。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

★２月の公民館のようす★ 
５日（水） ふるさとづくり企画委員会 

６日（木） 菊づくり教室 

        公民館運営協議会 

８日（土） ポーセラーツ教室 

 １３日（木） 菊づくり教室 

１４日（金） 地域の方へ感謝の会（学校） 

※日時は前後する場合がありますので、 

    公民館へご確認をお願いします。 

クラブ会員も随時募集中♪ 

１４日（金） 学校運営協議会（学校） 

１８日（火） ふれあい料理教室 

２５日（火） たんぽぽの会 

２６日（水） 切り絵教室 

 

★ 新春初笑い ★ 
 今年一年を健康に過ごせるように、新春初笑

いが開催されました。まず、あじさいの会のみな

さんによるカラオケ披露が行われ、今年度は

“萩しぐれ”をみなさんで歌われ、また、ソロで

の曲の披露もありました。次に宇部の西光寺の

佐々木真人さんこと“カンチューハイ角照”さ

んによる落語など、楽しい時間を過ごされまし 

★ 市民マラソン大会 ★ （R２.１.２６） 

 天気が心配された２６日ですが、無事に開

催されました。今年度は気温が高く暖かかっ

たこともあり、ランナーのみなさんには走り

やすかったのではないかと感じました。 

 親子マラソンや小・中学生、高校生、一般と

さまざまな部門が用意され、どの部門もスタ

ーターの合図に合わせ元気に飛び出していき 

(公民館)図書新刊追加!! 
  公民館の図書に新刊を追加しまし

た。年に何度か図書を追加して行こ

うと思いますので、チェックしてみ

てくださいね♪ 

 厚狭図書館か 

らの出張貸出図 

書も毎月変わり 

ますので、あわ 

せてご確認くだ 

さい。 

（R２.１.２３） 

ました。また、会場には厚陽地区女性部のみ 

なさんが用意したぜんざいが振る舞われ、参加者や会場のみなさんが６００杯

近くのぜんざいに舌鼓を打ちました。 

た。笑った後はお待ちかねの七草粥！ 

厚陽地区女性部お手製の優しい味付け

の七草粥で身も心も癒されました。 

↑萩しぐれを歌う 

あじさいの会のみなさん 

→特製の七草粥 

おかわりをする方も♪ 

←オリジナルの

落語や時そばな

どを披露してい

ただきました。 

 


